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東京工大に移って,最初はまごつ くことが多かったo ′これ も修業のひ とつ と自

分に言い聞かせてはみた ものの,一年近 くたった現在 も,達観の境地には程遠

い 日々である.O それ もあってか,東京でのし滞在確率が 1に満た凌い上に,東京

に居てもコ二大に居 る士は限 ら夜い､とい うわけで,いまだ居候の域を出をい｡ 小

さい.体をますます小さ (し, 5杯 目に憶そっと出し乍 ら暮 しているo 研究室栢

介に くちばしを入れ る夜ど,お よそ身分不相応 汝ことである｡ (米沢 記 )

〔 工 学 部 〕

物理葦埼 学研究室 (金属工学科)-

当研究室は現在,教殴桶谷繁雄,助教授長倉繁磨,助手人見茂,弘津顧象,-

1ADFl鼻修 ,技官佐 々木鎮子 ,大学院生 5名 (DC･2,M C5) よおをD,主 と

してⅩ線,電子線に よる金属結晶の構造研究 を行 をってtバ･ます｡研究壷は昭和

17年 に桶谷が東大 ･冶金学科 よb着任 した時に始ま bま したが,現在の研究

分野は,桶谷が昭和 25-25年 フランス留学時に開始 した電子回折法 による

金属炭化物の研究によって始まった と言えるで しょ うo 研究室は,初めは非鉄

金属材料講座に属 して.hま したが,･昭和 57年に鉄冶金学講座に藤 b,.･昭和 40

年に現在の物理捨金講座 として一人前に夜bました｡.以前は古い木造家屋の研

究室で,人見,研究費,一研究設備 ともに少 貴 く, こじん ま bとしておおま した

が,'昭和 58年に新 しい鉄筋 コンク リー トの建物に移った頃か ら優秀を人材が

集ま b始 め,現在では強 力に研究活動が行 濠えるようにをbま.し克｡一研究は実､

験装置が行を うのでは貴く,人が行を うのだ とい うことをモ･)トーにしており

ます｡ そ して学 問の発展は何 もをいとこ ろ.に新分野 を開 くことである とい う精

神で,メーカーにたよることを く自家設計~に'よる実験装置をいくつか製作 し,

それ咋 よb研究 を進めて来ま した｡ 現在では∴電子 回折装置 ,Ⅹ線発生装置,

真空蒸着装置 ,真空電融蒸着装置,薄膜引張試験機 , ラングカメラ等の製作昂

が揃いま した｡ 最近では,徴焦点 Ⅹ線発生装置, 200KV電卓顕微鏡 (学科

共通設備),低速電子回折装置 (今年度末)が購入されま したので,狭い研究
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室内がだいぶ込んでまい bま した｡

発足当初の研究課題が金属炭化物の電子回折に よる研究で したので,その系

列の研究が行をわれています｡ すでに Fe, Co, Ni,Mo,W, Nb, Ta の

構造研究が終 b,窒化物の構造研究,特に窒化物の電子状態の研究にフォーカ

スが向け られています｡また, こうした研究の発展 として,炭素鋼 の焼戻時に

析出する炭化物の研究が電子顕微鏡 ･制限視廟 回折の手法によb進行 し七お b

ます ｡ 第二の研究課馬は単結晶膜の塑性変形の研究で,真空蒸着法によb任意

の表面方位を持つ厚さ 1〟程度の良質の単結晶銀膜 を作製 し,引張試験によb

機械的性質 を測定 し,さらにこれを直接に 1MV超高圧電子顕微鏡 (日本電子

KKの協力に よる) で調べておbます｡ 第三の研究課溝は金属ひげ結晶の育成

と内部構造の研究お よびその物性研究素材 としでの応用に関するものです｡内

部構造はⅩ線 トポグラフ法で調べていますが,大 きい単結晶に通常適用されて

いるこの方法を小さいひげ結晶に用いてお bます｡ 銅および銅合金ひげ結晶の

育成 と内部構造,塑性変形,鉄 ひげ結晶の磁区構造 をどの研究が進行中で,耐

火性物質 TiCの研究 もスター トしま した｡一方,大 きいひげ結晶を育成 し,そ

の表面構造を低速電子回折法 で研究することが計画されています｡

研究室 としては,新 しい分野で小さを芽が出,それが良い と思えば育てて行

き,大 き くを b過 ぎた ら研究室 内に収納で きな く浸るだろ うか ら,その時は外

に出て更に発展させて もらうとい う運営方針で研究が行をわれています｡ 独創

的をものは,-新 しい考え,新 しい発見や,新 しい試料,新 しい手段 ･手法の下

で為遂げ られ るとの立場か ら,をるペ く常識的でないことが奨励されています ｡

新 しい知識は金属=学科内のみでは不充分をので,葱るべ く他の分野の常識や

研究成果を取入れ るべ く努力 してお bます｡ この点で物理学科の本庄 ･高木研

究童 との従来か らの密接 夜交流は,種々の面で大 きを役割 を果 してか bます｡

また,近年,他大学の卒業生が大学院生 として構成 メンバーに加わって きます

ので,新風が吹込み研究活動 も多様性をおびて くることは大変 うれ しh'ことで

す｡
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(入戸野 記 )


